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加
え
て
、
実
銀
行
が
自
ら
の
債
務

の
名
目
価
値
を
一
南
に
減
ら
す
こ
と

の
経
済
社
会
的
影
響
は
大
き
く
、
実

銀
行
の
係
低
下
を
招
く
の
で
は
な
い

か
、
さ
ら
に
、
支
払
い
決
重
段
と
し

て
の
「
竺
し
」
の
目
盛
1
動
か
す

こ
と
は
、
経
済
の
混
乱
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
と
い
っ
た
蕪
も
あ
る
。

実
銀
行
デ
ジ
タ
ル
通
貨
を
巡
る
議

論
は
、
実
務
面
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
。

中
央
銀
行
デ
ジ
タ
ル
通
貨
の
発
行

は
、
実
銀
行
が
口
座
へ
の
ア
ク
セ
ス

を
倫
な
人
々
に
認
め
、
そ
の
決
済
シ

ス
テ
ム
を
1
年
中
硲
さ
せ
る
の
と
似

た
効
番
持
つ
。
襲
の
圭
銀
行
は
、

「
デ
ジ
タ
ル
決
済
の
り
ス
ク
を
減
ら
す

観
点
か
ら
は
、
圭
銀
行
決
済
シ
ス
テ

ム
を
幾
的
に
儒
さ
せ
、
民
間
の
り

テ
ー
ル
決
済
を
支
援
す
る
こ
と
で
も
類

似
の
効
果
が
得
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い

る
。

実
際
、
欧
州
実
銀
行
や
希
稀

銀
行
は
こ
の
よ
う
な
対
応
を
す
で
に
行

つ
て
い
る
ほ
か
、
他
の
実
銀
行
で
も
、

決
済
シ
ス
テ
ム
の
喬
時
間
を
延
長
す

る
事
例
が
目
立
っ
て
い
る
。

県
に
、
デ
ジ
タ
ル
決
済
の
り
ス
ク

を
減
ら
す
っ
え
で
は
、
実
銀
行
デ
ジ

タ
ル
通
貨
の
発
行
に
ま
で
踏
み
切
ら
な

く
と
も
、
よ
会
い
主
体
が
実
銀
行

通
貨
へ
の
付
利
査
が
倫
な
金
利
の

「
下
限
」
と
し
て
働
く
と
か
、
そ
の
名
目

価
値
を
減
ら
す
こ
と
で
鳶
に
マ
イ
ナ

ス
金
利
を
実
現
で
き
「
名
目
金
利
の
ゼ

口
劉
」
を
乗
り
越
え
や
す
く
な
る
と

い
っ
た
見
解
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
実
銀
行
デ
ジ
タ
ル
通

貨
へ
の
付
利
を
政
策
手
段
と
し
て
積
極

的
に
使
お
う
と
す
れ
ぱ
、
預
金
を
侵
食

す
る
可
程
も
高
ま
る
。
ま
た
、
「
名
目

金
利
の
ゼ
ロ
制
約
」
と
の
関
連
に
つ
い

て
も
、
「
現
金
を
廃
止
し
な
い
限
り
、
マ

イ
ナ
ス
金
利
を
免
れ
る
こ
と
は
可
能
で

あ
り
、
ゼ
ロ
制
約
は
残
る
」
と
の
反
論

も
あ
る
(
現
在
、
現
金
の
廃
止
ま
で
展

望
し
て
い
る
実
銀
行
は
見
当
た
ら
な

の
口
座
を
矗
利
用
で
き
る
よ
う
に
す

る
選
択
肢
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
実
銀

行
預
金
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
広
げ
る
こ
と

で
、
そ
の
金
利
が
範
な
金
利
の
下
限

と
し
て
働
勗
果
も
強
ま
ー
る
。

実
際
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
や
ス
ィ

ス
国
民
銀
行
が
最
近
、
ノ
ン
バ
ン
ク
支

払
決
済
企
業
の
圭
銀
行
口
座
へ
の
ア

ク
セ
ス
を
認
め
る
な
ど
、
実
銀
行
が

自
ら
の
イ
ン
フ
ラ
へ
の
ア
ク
セ
ス
拡
大

に
取
り
組
む
事
例
も
増
え
て
い
る
。

者
が
増
え
る
ほ
ど
」
1
が
上
が
る
こ

と
)
」
を
持
つ
こ
と
、
実
銀
行
マ
ネ
ー

に
信
用
り
ス
ク
が
な
い
と
い
う
優
程

が
あ
る
こ
と
も
踏
ま
え
れ
ば
、
実
銀

行
デ
ジ
タ
ル
通
貨
が
他
の
支
払
い
決
済

と
、
つ
た

手
段
を
ク
ラ
ウ
ド
ア
ウ
ト
(
淘
汰
)
し
、

民
間
に
ょ
る
デ
ー
タ
の
利
活
用
に
影
響

を
及
ぽ
す
り
ス
ク
に
も
配
慮
す
る
必
要

が
あ
ろ
、
つ
。

銀
行
の
革
新
を
迫
る
「
黒
船
」

現
在
、
デ
ー
タ
は
「
幻
世
紀
の
石
油
」

と
し
て
段
と
注
目
さ
れ
て
い
る
。
あ

ら
ゆ
る
経
済
取
引
が
支
払
い
決
済
を
伴

う
な
か
、
デ
ジ
タ
ル
決
幸
段
は
、
デ

ー
タ
を
輩
し
活
用
す
る
ツ
ー
ル
と
し

て
も
大
き
な
期
待
を
集
め
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
支
払
い
決
済
に
伴
う
デ

ー
タ
の
集
積
や
活
用
は
、
主
に
金
融
機

関
に
委
ね
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
現
在
、

巨
大
1
T
企
業
や
e
コ
マ
ー
ス
(
電
子

商
取
引
)
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
企
業
な
ど
新

た
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
、
デ
ジ
タ
ル
決
済

分
野
に
一
斉
に
参
入
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
支
払
い

決
雫
段
に
「
情
報
・
デ
ー
タ
の
媒
介
」

と
い
え
伐
割
も
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と

の
表
れ
と
も
い
ぇ
る
。
支
払
い
決
重

段
が
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
外
樺
(
利
用

キ
ヤ
ツ
シ
ユ
レ
ス

新
た
な
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
決
済
へ
の

参
入
や
実
銀
行
デ
ジ
タ
ル
通
貨
へ
の

関
心
の
高
ま
り
は
、
支
払
い
決
済
ヒ
ジ

ネ
ス
や
こ
れ
に
伴
う
デ
ー
タ
の
擬
と

い
う
、
こ
れ
ま
で
民
間
銀
行
が
圧
倒
的

な
優
程
を
持
っ
て
い
た
分
野
が
チ
ャ

レ
ン
ジ
さ
れ
て
い
る
状
況
と
も
い
ぇ

る
。

こ
の
意
味
で
、
こ
れ
ら
の
動
き
は
、

日
本
を
含
め
各
国
で
、
銀
行
部
門
の
オ

ー
バ
ー
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
や
「
オ
ー
バ

ー
バ
ン
キ
ン
グ
」
の
問
題
を
浮
き
彫
り

に
し
、
既
存
の
金
融
業
に
も
デ
ー
タ
の

緊
と
利
活
用
の
取
り
組
み
強
化
を
促

し
て
い
る
。

中
央
銀
行
デ
ジ
タ
ル
通
貨
の
問
題

は
、
金
融
シ
ス
テ
ム
や
金
融
政
策
へ
の

影
響
に
加
え
、
支
払
い
決
済
に
伴
う
デ

ー
タ
を
経
輕
会
全
体
と
し
て
い
か
に

1
用
し
て
い
く
か
と
い
う
観
点
か

ら
も
、
検
討
が
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

歪

.

*

T
系
攻
勢
で
銀
行
「
土
管
化
」
も

モ
ミ
イ
ル
決
済
参
入
ま
吉
と
出
る
か

1

1

.

*

.

*

キ
ャ
ッ
シ
ユ
レ
ス
化
の
進
展
で
、
銀
行
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
転
換
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

目
凹

,
目
岫
}
侭
け
゛
0

肖
費
増
税
や
東
京
五

、
1
 
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
控
え
て
袈
す
る
キ
ャ

ツ
シ
ユ
レ
ス
化
は
、
日
本
の

銀
行
に
大
き
な
試
練
を
与
え

て
い
る
。
 
1
T
系
企
業
が
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
二
次
元

コ
ー
ド
(
Q
R
コ
ー
ド
)
な

ど
を
読
み
取
っ
て
決
済
す
る

モ
バ
イ
ル
決
済
サ
ー
ビ
ス
で

攻
勢
を
か
け
て
い
る
か
ら

だ
。
銀
行
は
顧
嚢
点
を
奪

わ
れ
て
空
洞
化
し
か
ね
ず
、

危
機
感
を
強
め
て
い
る
。

キ
ャ
ッ
シ
ユ
レ
ス
の
手
段

は
こ
れ
ま
で
、
ク
レ
ジ
ツ
ト

カ
ー
ド
が
主
流
だ
っ
た
。
し

か
し
、
小
規
模
店
舗
に
と
っ

て
は
加
盟
重
数
料
の
負
担

が
大
き
く
、
導
入
は
限
定
的

だ
っ
た
。
他
方
で
、
モ
バ
イ

や
さ
く

矢
作
大
祐
(
大
和
総
研
研
究
員
)

だ
い
す
け

ル
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
1
T
番
業
は
、
 
E

コ
マ
ー
ス
(
電
舌
取
引
)

な
ど
の
他
妻
で
収
益
を

上
げ
る
こ
と
で
、
加
盟
店

手
数
料
を
低
く
抑
え
ら

れ
、
小
規
模
店
舗
で
も
導

入
が
進
む
可
能
性
が
あ

る
。
ま
た
、
蓄
積
し
た
決

済
関
連
の
デ
ー
タ
を
基

こ
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に

ι活
用
し
た
り
、
融
資
な
ど
の
金
融
サ
ー

ビ
ス
を
展
開
す
る
企
業
も
あ
る
。
結
果

的
に
、
加
盟
宰
数
料
を
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
の
2
S
5
%
よ
1
低
い
O
S

ー
%
程
度
に
抑
え
た
モ
バ
イ
ル
決
済
サ

ー
ビ
ス
も
登
場
し
て
い
る
(
図
1
)
。

0

脱
銀
行
口
座
も

7
6
5
4
3
2

決
済
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
場
貪

銀
行
以
外
の
主
体
で
あ
れ
ぱ
、
資
金
決

済
法
に
基
づ
く
資
金
移
聖
や
前
払
い

式
支
払
い
手
段
発
行
者
の
要
件
を
満
た

す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
資

金
移
動
業
は
1
回
当
た
り
の
送
金
・
決

済
の
上
限
は
1
0
0
万
円
ま
で
。
前
払

い
式
支
払
い
手
段
発
行
者
は
送
金
・
換

金
が
原
則
制
限
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
銀

行
と
比
べ
て
業
務
の
自
由
度
は
狭
か
っ

ナ

モハイル決済の拡大で、銀行の役割も変わる

゛,.
.^・
^

貝暢、

ist ReP け

▲●

図1

(牡)
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こ
う
し
た
自
由
度
を
狭
め
る

規
制
に
つ
い
て
、
金
融
庁
は
見

直
す
方
向
だ
。
金
融
審
焚
=
の

下
に
作
ら
れ
た
金
融
制
度
ス
タ

デ
ィ
・
グ
ル
ー
プ
は
2
0
1
8

年
6
月
、
銀
行
は
銀
行
法
送

金
響
は
資
金
決
済
法
と
い
う

業
態
ご
と
の
金
融
規
制
を
見
直

し
、
「
同
一
の
諾
・
り
ス
ク
に

は
同
一
の
ル
ー
ル
を
適
用
す
べ

き
」
と
の
中
問
整
理
案
を
ま
と

め
た
。1

T
番
業
に
ょ
る
モ
バ
イ

ル
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
、

銀
行
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
と

つ
て
脅
威
に
な
り
う
る
。
現
金
中
心
の

日
本
で
は
、
曾
は
銀
行
口
座
に
振
り

込
ま
れ
、
A
T
M
 
(
現
金
自
曼
又
払
機
)

を
通
じ
て
現
金
が
引
き
出
さ
れ
る
。
振

り
込
み
や
口
座
引
き
落
と
し
も
全
て
銀

行
口
座
が
介
在
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

決
済
シ
ス
テ
ム
は
、
銀
行
に
と
っ
て
維

持
コ
ス
ト
が
高
い
一
方
、
差
兇
が
難

し
く
、
収
益
性
の
低
い
ビ
ジ
ネ
ス
だ
。

一
方
、
貸
し
付
け
の
原
資
で
あ
る
預
金

の
獲
得
、
り
テ
ー
ル
(
個
人
向
け
)
金
融

に
お
け
る
響
接
点
の
確
保
や
決
済
デ

ー
タ
が
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
0

し
か
し
、
長
引
く
低
金
利
蛋
下
で
、

本
業
の
預
貸
ビ
ジ
ネ
ス
を
忠
と
す
る

銀
行
の
「
稼
ぐ
力
」
は
衰
え
て
い
る
。

日
本
の
銀
行
セ
ク
タ
ー
の
、
経
常
利
益

る
ー
で
は
な
い
こ
と
を
改
め
て
認

識
す
べ
き
だ
ろ
う
。

例
え
ば
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
發
す
る

な
ら
、
 
S
N
S
 
(
交
流
サ
イ
ト
)
や
E

コ
マ
ー
ス
に
強
い
1
T
企
業
と
の
協
業

は
選
択
肢
だ
。
ま
た
、
 
A
T
M
や
支
店

の
合
理
化
を
図
る
な
ら
、
コ
ン
ビ
ニ
の

よ
う
な
全
国
に
店
舗
網
を
持
つ
企
業
と

の
連
携
が
解
決
策
か
も
し
れ
な
い
。
も

ち
ろ
ん
、
他
企
業
と
の
協
力
に
ょ
っ
て
、

銀
行
は
「
士
発
」
を
自
ら
進
め
て
し

ま
う
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
場
△
口
、
徹

底
的
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
な
ど
で
収
益
力

を
高
め
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
す

る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
ア
マ
ゾ
ン
や
グ
ー
グ
ル
と
い

つ
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
に
ょ
る
情

報
独
占
へ
の
風
当
た
り
が
強
ま
る
中
、

個
人
情
禄
護
の
讐
か
ら
パ
ー
ソ
ナ

ル
デ
ー
タ
の
§
目
理
定
U
つ
情
裂

行
へ
の
注
目
度
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
中
、
個
人
情
報
を
厳
し
会
理

し
て
き
た
金
融
機
関
が
情
凝
行
ビ
ジ

ネ
ス
を
展
開
す
る
こ
と
も
選
択
肢
と
な

ろ
、
つ
0

足
元
で
進
む
キ
ャ
ッ
シ
ユ
レ
ス
社
会

に
向
け
た
動
き
は
、
^
行
が
そ
の
役
割

を
見
つ
め
な
お
す
機
会
で
も
あ
る
。

人
々
の
二
ー
ズ
を
く
み
取
り
、
 
N

の
高
い
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と

い
う
原
点
回
帰
が
銀
行
に
は
求
め
ら
れ国

て
い
る
。

、
つ 働

省
は
電
子
マ
ネ
ー
で
竺
振
り
込
み

が
で
き
る
よ
う
法
制
度
を
見
直
す
方
向

だ
。
ま
た
、
大
手
コ
ン
ビ
ニ
で
は
、
既

に
企
業
の
個
人
宛
て
送
金
を
レ
ジ
な
ど

で
受
け
取
れ
る
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
さ
れ

つ
つ
ぁ
る
。
脱
銀
行
口
座
の
動
き
が
拡

大
す
れ
ぱ
、
銀
行
の
預
金
に
ょ
る
資
金

調
達
に
も
辱
を
及
ぽ
し
う
る
。

0
0

生
き
残
る
に
は

に
対
す
る
営
業
経
費
の
割
合
を
見
る

と
、
俳
年
か
ら
の
W
年
間
で
悪
化
し
た

銀
行
が
多
い
。
収
益
に
対
し
て
コ
ス
ト

が
高
止
ま
り
す
る
中
、
従
来
の
決
済
シ

ス
テ
ム
の
難
が
重
荷
に
な
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
(
図
2
)
。
こ
う
し
た

中
、
 
1
T
番
業
の
モ
バ
イ
ル
決
済
へ

の
参
入
で
、
銀
行
は
モ
バ
イ
ル
決
済
ア

プ
リ
と
顧
客
、
あ
る
い
は
店
舗
の
口
座

振
り
替
え
を
万
っ
だ
け
の
役
割
を
扣
う

「
士
管
化
」
(
空
洞
化
)
が
進
み
、
顧
客

接
点
が
奪
わ
れ
か
ね
な
い
。

ま
た
、
将
来
的
に
は
銀
行
口
座
を
介

さ
な
い
モ
バ
イ
ル
決
済
サ
ー
ビ
ス
も
登

場
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
ま
で
給

与
は
現
金
ま
た
は
銀
行
口
座
へ
の
振
り

込
み
と
規
定
さ
れ
て
き
た
が
、
星
労

女
性
の
「
支
持
率
」
低
く

め
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
企
業
や
前
述
の
大

手
銀
行
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
モ
バ

イ
ル
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

が
多
い
。
例
え
ば
、
 
G
M
0
ぺ
イ
メ
ン

ト
ゲ
ー
ト
ゥ
エ
イ
の
「
銀
行
ぺ
イ
」
は
、

横
浜
銀
行
な
ど
の
「
は
ま
ぺ
イ
」
や
、

ふ
く
お
か
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ

の
「
よ
か
ぺ
イ
」
な
ど
で
活
用
さ
れ
て

い
る
。

銀
行
は
モ
バ
イ
ル
決
済
の
導
入
で
、

顧
鴛
点
を
確
保
し
な
が
ら
、
 
A
T
M

や
支
店
を
削
減
・
合
理
化
し
て
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
を
図
ろ
、
つ
と
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
決
済
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
顧
客
の

信
用
格
付
け
や
そ
れ
を
基
に
し
た
貸
し

銀
行
も
こ
う
し
た
脅
威
に
手
を
こ
ま

ね
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
投
資
余

力
が
相
対
的
に
高
い
大
手
銀
行
は
、
独

自
の
モ
バ
イ
ル
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
始
め

つ
つ
あ
る
。
み
ず
ほ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル

グ
ル
ー
プ
の
「
J
コ
イ
ン
ペ
イ
」
、
一
一
菱

U
F
J
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ

の
「
C
o
i
n
(
コ
イ
ン
)
」
が
代
表
的
な

も
の
だ
。
さ
ら
に
は
、
「
り
そ
な
キ
ャ
ツ

シ
ユ
レ
ス
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
と

い
う
、
主
要
な
決
済
ツ
ー
ル
に
1
台
で

対
応
で
き
る
店
簡
け
樂
も
提
供
さ

れ
つ
つ
ぁ
る
。
ま
た
、
銀
行
な
ど
が
加

盟
し
、
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
運
営
を
行

う
日
本
電
子
決
済
推
進
機
構
は
4
月
、

将
来
的
に
1
0
0
0
以
上
の
金
融
機
関

が
対
応
玉
の
モ
バ
イ
ル
決
済
サ
ー
ビ

ス
「
B
a
n
k
 
p
a
y
 
(
バ
ン
ク
ペ

イ
)
」
を
今
秋
導
入
す
る
と
発
表
し
た
。

一
方
、
地
域
金
融
機
関
は
投
資
<
劣

や
地
理
的
な
拡
大
余
地
が
少
な
い
た

付
け
と
い
っ
た
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
模

索
す
る
動
き
も
あ
る
。

た
だ
、
課
題
も
あ
る
。
全
国
銀
行
協

会
に
ょ
る
「
よ
り
よ
い
銀
行
づ
く
り
の

た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
2
0
1
8
年
度
」

に
ょ
る
と
、
年
を
重
ね
る
ほ
ど
モ
バ
イ

ル
決
済
を
利
用
し
た
い
と
答
え
た
割
合

は
低
い
(
図
3
)
。
ま
た
、
利
用
し
た
い

割
合
は
糧
で
は
高
い
が
、
女
性
は
低

、
0

し

で
は
、
人
々
が
銀
行
に
求
め
る
役
割

と
は
何
か
。
こ
の
調
査
に
基
づ
け
ぱ
、

よ
り
便
利
な
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
た

の
は
男
性
の
加
S
釦
代
で
、
女
性
の
加

S
卯
代
は
営
業
時
間
の
延
長
や
窓
口
の

待
ち
時
間
短
縮
を
求
め
て
い
る
。
つ
ま

り
、
銀
行
の
モ
バ
イ
ル
決
済
サ
ー
ビ
ス

に
満
足
す
る
の
は
男
性
即
S
釦
代
が
中

心
で
、
高
齢
層
や
女
性
の
二
ー
ズ
は
満

た
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
む
し

ろ
、
モ
バ
イ
ル
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

で
、
 
A
T
M
や
支
店
の
削
減
・
合
理
化

を
行
っ
た
坐
口
、
女
性
の
満
足
度
を
低

下
さ
せ
て
「
逆
効
果
」
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
高
齢
層
が
多
い

地
域
に
お
い
て
は
、
そ
も
そ
も
ス
マ
ホ

の
利
用
率
も
高
く
な
く
、
モ
バ
イ
ル
決

済
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
で
金
融
排
除
が
進

展
す
る
恐
れ
も
あ
る
。

ま
た
、
決
済
デ
ー
タ
ビ
ジ
、
不
ス
に
関

し
て
も
課
題
が
あ
る
。
前
述
の
金
融
制

度
ス
タ
デ
ィ
・
グ
ル
ー
プ
は
玲
年
1
月
、

金
融
機
関
が
情
報
を
活
用
す
る
場
貪

本
業
と
何
ら
か
の
形
で
関
連
す
る
の
が

適
当
と
の
報
告
書
を
ま
と
め
た
。
銀
行

に
ょ
る
決
済
デ
ー
タ
の
活
用
に
は
制
限

が
あ
り
、
決
済
デ
ー
タ
ビ
ジ
ネ
ス
の
将

来
性
は
予
断
を
許
さ
な
い
と
一
言
え
よ

銀
行
は
モ
バ
イ
ル
決
済
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
、
稼
ぐ
力
を
維
持
・
向
上
さ
せ

モバイルシ,

い

キャソシユレス化の波は、観光地の神社・仏閣にも及ん

でいる。た尤、活用を巡つて神社や寺も頭をませている。

栃謡1瀧治
光二荒山神社では昨年

10月から、中国人観

光客向けにさい銭の

QRコード決済を入

した。拝殿前にある

QRコードをスマート

フォンで読み取れば、

専用サイトから決済で

きる。中国のアリペイとウィ

ーチャット・ペイに対応して

いる。こうしたさい銭のモバ

イル決済は、お遍路で外国人

参拝客も多い四国霊場、徳島

県の平等寺でも取り入れられ

ている。

ふ ん

日光二荒山神社の拝殿前に
設置され力 QR コート'

イル決済は一石二鳥だ。

一方、頭を悩ませる神社や

寺も多い。日本では、冠婚葬

祭といった儀礼を重んじるイ

ベントでは、現金を好む傾向

が強い。現金をさい銭箱に投

じるというプロセス自体

が文化だと考える人もい

るだろう。

代替案を採用する神社

仏閣もある。タイ映画の

ロケ地となってタイ人観

光客が増える佐賀県鹿島

市の祐徳稲荷神社では、

外貨両替機を設置。日本

円の小銭を使えるように

し、訪日外国人の利便性を高

めている。神社やお寺にとっ

てもキャッシュレスが唯一の

答えではない。幅広い人々が

使いやすぃ決済サービスをい

かに構築するか、が肝要とな

(矢作大祐)ろう。

①向

2018年の訪日外国人は

3000万人超。モバイル決済

の'入で、外国人観光客にと

つては両替する必要がなくな

り便利になる。寺社側にとっ

ても、外国通貨でのさい銭は

処理が難しかったため、モバ
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図2日本の銀行の多くは10年でコスト構造が悪化
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図3 銀行のモバイル決済サービスの利用意向

経常利益に対する
注合併・統合・新規設立を行った銀行は、

コスト構造の悪化(94行)
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